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１ 研究の動機 私達の研究は東日本大震災で壊滅状態の校庭

に奇跡的に残った桜との出会いから始まりました（図）。その後

プレハブ校舎での組織培養からクローン化に成功、これを「復興

の桜」と名付け、津波の力を減衰させる役割を持たせられないか

と緑の約９割を津波で失った沿岸部に赴いて植樹活動を始めま

した。今年まで植えた桜は合計９００本以上。２０１７年、復興

の証しとして新校舎に植えられたころから沿岸部に植えられた

桜も、育樹管理に移行しました。 

しかし未だに潮風害が跡を絶たず、桜は塩害に対し５段階の４

「やや弱い樹種」のため植える品種は限られ、また全国のボラン

ティアで植えられた約３５万本の常緑樹は１０年～１５年経過

で樹高１０ｍを予定したものでしたが「緑の防潮堤」が完成しな

いなど緑被率向上に課題が多く残されています（写真）。 

そんな中、昨年（２０１９）４月、震災後の集団移転事業で整

備された岩沼市玉浦西地区の大花見会で桜の新品種の切枝を展

示したところ「地域の宝にしたい」と地域の方から苗木の寄贈を

懇願されました（写真）。 

そこで“新品種が耐塩性に富めば更なる緑化が期待できる”

と仮説を立て、その立証に向け研究することにしました。 

研究計画は、１、桜の品種開発、２、‘玉夢桜’の形質評価と

品種申請、３、普及活動の３つとしました。 

 

２ 研究活動と考察 

１）桜の品種開発 大花見会で展示された桜は２０１２年、オオ

シマザクラを母親として、塩釜神社境内（塩釜市）の桜「手弱女」

を人工交配し誕生、２０１７年に初めて開花しました。交配作業

は、代々、先人の教えに従い、１５℃以上の天気の良い日に綿棒

に花粉を付けて行うなど図のような方法で行われてきました。昨

年の交配は５％が成功、今年５月には２粒が発芽、８月には約５

０ｃｍまで成長しました。なお、次の評価は約４年後の開花時期

となるため、後輩に託すことにしました。  

こうしてタマユメザクラも同様に託され、苗の増殖を私達が担

当してきたのでした。 

地域で大切に保存されるには名前も大事と思い地区名の「玉浦

西」と花のイメージから「玉」、 早期復興を成し遂げて自分達の

夢や未来に思いを馳せて欲しいという願いを込めて「夢」を採用

し、‘玉夢桜’（タマユメザクラ）と命名しました。 

 

２）‘玉夢桜’の形質評価と品種申請 ここではまず耐塩性を評

価しました。指標木には塩害に強く、環境浄化木としても知られ

るオオシマザクラを選びました。耐塩性の有無は葉の表面にある

クチクラ層、つまりワックス成分の厚さに関係し、ツバキのよう

に層が厚ければ塩分が内部に入らないため塩害は起きにくくな

ります（図）。そこで茎頂葉３枚目の若葉を採取し塩分３．５％

の水溶液を葉表面に付着させ、１時間後、 
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葉を摩砕、コンパクトイオンメーターでナトリウムイオンを計測

するという方法で葉の塩分を調べました。グラフをご覧ください。

全１３種類の中で、塩害に弱いとされるソメイヨシノが高い方に

属するの対し、新品種タマユメザクラは６１０ｐｐｍ、２番目に

なり塩害が非常に起きにくい品種であることがわかりました。 

次に、実証試験としてタマユメザクラを浸水域に植え塩害耐性

を評価することにしました。これも３枚目の若葉を用います。校

内で紙の重さに変換、計算から塩害面積を求めていくというもの

ですが、ソメイヨシノの場合、葉の１３．７％が塩害になるのに

対しタマユメザクラはオオシマザクラと並ぶ値が得られ、わずか

０．２％でした（グラフ）。 

このようにタマユメザクラは耐塩性に優れることがはっきり

し、さらに環境浄化力の葉の蒸散速度計測や自動車排気ガスを吸

わせる実験でもオオシマザクラと同等（グラフ）と自信が得られ

たため、 

「玉浦西まちづくり住

民協議会」と共同で申

請、その結果、名前も

含む４つの審査をクリ

アし、今年８月１１日

の月命日についに東京

の（公財）日本花の会

より正式に新品種とし

て認定されました。 

そんなときでした。沿岸部で実証試験中のタマユメザクラでハ

プニングが起きていました。早期落葉し、伸びも対照区８５ｃｍ

に対してわずか１３ｃｍでした（グラフ）。“育てる桜“をモット

ーとしている私達にとってこの事態はショックでした。そこで、 

２－２）黄化落葉の原因を究明する ことにしました。 

 実証試験は研究区に私達の「メッチャいい法２」を採用、大河

原町を対照区として比較するものですが、「メッチャいい法２」

の用土の黒ボク土は近くの町で採れることもあり浸水域に普及

しています。黒ボク土とは火山灰土で腐植を多く含み全国に分布

しています。そこでそれぞれ現地の土を学校に持ち帰り４項目に

ついて調べました。特に透水性ではペットボトルで簡易な装置を

つくり、右図は注水して３分後の様子ですが、このように対照区

がほとんど排水を終えてしまうのに対して、研究区はほとんど止

まったままになっています。 

次は研究区の回りの土に注目し、調査地点を３地区にして各２

項目について調べました。これはその結果ですが、山中式硬度計

を用い深さ３０ｃｍの硬さを計測したところ、研究区は他のどの

地域と比較しても最も硬く２５で「根が入り難い」硬さであるこ

と、透水性はこの中では最も低い５㎝／ｈでした（図）。そして

これらをまとめると、研究区の回りは一帯が山の C 層の中でも岩
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石交じりの締まりやすい土になっているため、今年の長雨で雨水

が斜面を下り黒ボク土側に連続して侵入、わずか８％の気相エリ

アを水で満たし続けたため、酸素欠乏を起こしたと結論づけまし

た（図）。 

 そして、これを機に前よりサイズを大きくした新しい“メッチ

ャいい法”をイメージ化できました（末尾資料）。 

 

３）普及活動 ９月１日、認定報告のため岩沼市役所に菊地市長

を尋ねました。 そこでは「震災の経験を桜に託し後世につなげ

ていきたい」と嬉しいお言葉をいただき、同席した玉浦西まちづ

くり住民協議会の森会長さんには「桜を大事にして夢のある町内

にしたい」と計画を語っていただきました（写真）。タマユメザ

クラは「名前がいい」と仙台市の団体や桜で有名な柴田町などか

ら早くも注文がきています。現在は、地域別実証試験中で苗生産

も本格化しています。また、タマユメザクラを良い環境で育てる

ためには、モニタリングを条件とした３項目システム化を想い描

いています。市も一部の部署が事業化しているもので１つめは学

校が有効積算温度を計算し防除日を指定するもの、２つめは昨年

V字回復し効果が証明された堆肥と組み合わせたタコツボ深耕法

（図）、そして３つめはサクラそのものの管理となります。 

私達は桜の新品種やこれらの情報を手作り新聞の“サクランド”

に乗せ、震災１０年目も市や地域を回り、桜の緑被率向上のため

発信し続けました。 

  

３ 研究のまとめ 以上、私達のこれまでの研究をまとめてみま

すと、 

１）先輩から私達にバトンが引き継がれ品種開発が完成できた。 

２）‘玉夢桜’が耐塩性に富んだため、地区由来の名前で申請し

たところ新品種として認定された。 

３）黄化落葉の原因を究明し、新しい“メッチャいい法”をイメ

ージ化できた。 

４）地域発信型の桜として普及へ向け大きな一歩を踏み出すこと

ができた（写真）。 

 

４ 今後の課題 また、今後の課題は、 

１）先輩方が開発した「メッチャいい法２」を進化させ、桜の成

長力アップを目指していくこと。 

２）植樹活動、講習会を通して地域の方々と交流していくこと。 

３）桜には人を笑顔にする力があります。町を桜でいっぱいにし

て地域の人々の交流の場を増やすこと。 

などです。 

そして“世界に一つだけの花”として地域に残し、語り継いでい

きたいと思います。 

今後も、この変わりつつある被災地宮城から笑顔で伝えます。 

私たちの夢と復興の形を。 
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＜発表原稿を補う資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現在イメージ化している新しい植栽法） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 


